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Atharvaveda XIII 2,2

中 村 隆 海

Atharvaveda-SamhitaSaunaka伝 本1)(avs)XIII巻 に は 太 陽(紅 い者 崩1,の を主 題

とす る計188の マ ン トラが集 成 され て い る2).本 稿 はAVS XIII 2,2冒 頭 disam pra-

jnanam svarayantam arcusa各 語 形 の検 討 とシ ン タ ッ クス に関 わ る事柄 を扱 う.先 行

研 究 で はprajnanamの 語形 が 問題 視 され た.WHITNEYは 訳 註3)『に おい てprajnanam

へ の 訂 正(PW及 びHENRY4)を 引継 ぐ)に 傾 きPaippalada伝 本(AVP)に そ の語 形 が あ

る こ と を紹 介 す るが,AVS写 本 自身 に は二 次 的 な伝 承 を 除 き支 持 され な い5).ま

たsvarayantamは 「輝 き なが ら」 と訳 さ れ て き た が6),そ の語 義 と格 支 配 の再 検 討

が必 要 で あ る.

disam pajnanam svarayantam arcisa supaksarn asirm patayantam arnave |

stavama suryam bhuvanasya gopam yo rasmibhir disa abhati sarvah •a

理 解 力 の ある 方 位 達 につ い て,』焔 に よ っ て/を 伴 っ て,音 を た て(て 告 げ知 らせ)な が ら,

潮 の 中 で 飛 ん で い る,,よ き翼 を もつ 速 い者 を,わ た した ち は頌 え よ う,'手 綱 達(太 陽光 線)

に よ っ て全 方 位 達 を照 ら し出 して い る,世 界(生 ず る もの)「の 牛 飼 い(守 護 者)で あ る太 陽 を.

対 応 す るAVPXVIII20,6で はKashmir,Orissa両 伝 承 と も にprajnanamが 用 い られ る7):disam pajnanam svarayantam arcisa

「方 位 達 の道 標 を,焔 で 音 を た て な が ら...」(以 下AVS

に 同 じ).

AVS prajnanamに は 二 つ の 可 能 性 が あ る:(1)語 根 名 詞f.prajna-のgen.pl..WHIT-

NEYはprajna-と し て 登 録8).し か し,√jnaに 関 わ る そ の 他 の 語 根 名 詞 はBr.以 降

に 現 れ9),一 貫 し てsg.で 使 用 さ れ る 。(2)adj.prajna-のgen.pl..pra-√jnaのzero

gradeに-a-を 付 加 し たprajna-(AiGⅡ2,77f.)のgen.pl.と 、してdisamを 形 容 す る:

「理 解 力 の あ る方 位 達 につ い て 」.AVSX7,34に はAVPの 語 形prajnana-に 連 な る も ¢)が あ

る:diso yas cakre prajnanis10) tasmai jyesthaya brahmane「 理 解 す る道 具 達 と して 方 位 達

を作 っ た こ の最 高 のbr.に 敬 意 が あ れ 」.―AVPprajnanamはpra-√jnaに-ana-が 付
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(220) AtharvavedaXIII2,3(中 村)

加 され た 行 為 名 詞n.prajnana-「 理 解/認 識 す る こ と」 のacc.sg.で あ る.当 該 箇

所 で は 「道 標 」 の意 味 と考 え られ る.こ こで 使 用 され るacc.は 「行為 内 容 のacc.」

11)と 推 定 され
,音 を た て る行 為 に よ る具体 的 中 身 の 結 果 を表 す:「 焔 に よ っ て音 を

たて る と,そ れ が 方 位 達 に関 す る道 標 とな る」.prajnana-が 「認識/目 印1の 意 味で使

用 され る例 はAVS XI3,53 tesam prajnanaya yajam asrjata 「それ ら(神 々の33世 界)の 認識/

目印の為 に祭式 を 〔Prajapatiは〕創 出 した1に 見 られ る.こ の語義 はPali pannana-に も確認

され る:Jataka V p.195Nalinikajataka(526)5 kadalidhajapannano abhujiparivarano eso padissati

rammo isisingassa assamo「 バナナの葉(旗)を 目印 として もち,ア ー ブジー樹 に ぐる りと囲

まれ た,一 角仙 人の好 ましい修行場 が,こ こに見 える」.次 の例文 か ら,方 位達 自身が 「目

印/道 標」の役割 を担 うこ とが推測 され る:RV III30,12 disah suryo na minati pradistah「太 陽

は 〔進 むべ く〕指 し示 され た方位達 を違 えない」.―svarayantamはsvarayatiの 現 在

分 詞svarayant-のacc.sg.で あ る.GOTO(I.Prasens 345,n.850)はsvar-a-ti「 音 をた て る」

の現 在 分 詞svarant-と 殆 ど同 じ意 味 を想 定 し,PWが 挙 げ る2svar-a-「 輝 く」 の語

義 を た て な い.そ して,現 在 語 幹svar-a-が 「行 為 内 容 のacc.(Inhaltsakkusativ)」

及 び 「方 向 のacc.」 を と る こ とを 指摘 す る.JAMISON(-aya-54)はsvar-のdenomina-

tiveを 起 源 とす る動 詞 の 現在 分 詞 として 「輝 い て い るshining」 を挙 げ るが,そ の場

合*svaryant-,*svaranyant-が 期 待 され る.ま たFORSSMANl3)は 当 該 箇 所 を 考 察 し

svar-aya-「 光 を 放 つ1と い う現 在 語 幹 の 可 能 性 を想 定 す るが,特 に積 極 的 な寄 与

は見 られ な い.n.svar-「 太 陽 光 」は古 い特 別 な物 質 名 詞 で,そ の 背景 に動 詞 語 根 や

そ の派 生 形 は確 認 で き な い(cf.EWAias.v.).こ こで は文 脈 上 「(声で)指 令 を 出 し

なが ら」と理 解 され る.―disam:f.dis-gen.pl..複 数 形 で5方 位 を包 括 して意 味

す る と推 定 され る13).DELBRUCKは 動 詞√kirtay「～ を述 べ る」がgen.を とる こ とを

指 摘 す る14).同 類 の 語 義 を もつsvarayant-「 音 を た て て い る」 に も 「関 与 のgen.」

の存 在 が 想 定 さ れ る.こ のgen.は 「音 を た て る」行 為 の 目 的語(こ の場合 はInhalts-

akkusativに 当た る)と意 味 内 容 上 重 な る.可 能 性 と して 部 分 のgen.「 方 位 達 の 中 か ら

〔各 方 位 を 〕」も 考 え ら れ る.太 陽 が 音 を たて る例:Chandogya-Up.15,1 om iti hy esa

svaranneti「 何故 なら"om"と この者(太 陽)は 音をたて なが ら行 くか ら」.Agniが 音 をたてる

例:RVI58,2 divo na sanu stanayann acikradat「 天の背が,の ように 〔Agniは〕雷鳴 を轟 かせ

なが ら叫んだ」.―arcisa:n.arcis-instr.sg.. √arc15)に-is-を 付 加 して形 成 さ れ た行

為 名 詞(AiGII2,364)で 「輝 き,火 の焔 」を 意 味 す る16).AVSで は1例(Xl5,13arci-

msi)を 除 きsg.で 使 用 さ れ,instr.の 用 例 はAgni,Jatavedas,Mitra-Varuna.,よ き翼 を も

つ 馬hari- suparna-に 関 わ る.こ こで は太 陽 の 放 つ 光 を 「焔 」と表 現 した もの と推 定
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(221)AtharvavedaXIII2,2(中 村)

され る.Agni,太 陽,or的 一が並出す る例:RVVIII7,36agnir hi jani purviyas chando na suro

arcisa「A.が先 に生 まれ るか ら,好 ま しい現れ であ る太 陽(光)の よ うに,焔 を ともなって」.

arcis-によって火が音 をたて る例:RV X87,11 tam arcisa sphurjayan jatavedah...ni vrndhi「彼

(魔術師)を 焔 に よってパチパ チ音 をたてなが ら,J.V.よ,...ね じ り倒せ 」.ま たAVP IX

29,7にsvarayanto arcisaが 現 れ る17).

夜 明 け前,太 陽 が 潮 の 中 を焔 に よ っ て 音 を た て なが ら飛 ん で い る18).方 位 達 は,

そ の音(実 際 は太 陽 の運 行)よ っ て,自 身 が 位 置 す べ き場 所 を予 め理 解 し(pea-√

jna),太 陽 が正 し く運 行 す る為 の道 標(prajnana-)の 役 割 を果 たす.太 陽(Aditiの 息

子)と 方 位 達 に纏 わ る この モ チ ー フ は,Yajurveda散 文 に 継 承 さ れ,神 々 と方 位 達

との配 置 関係 を説 明 す る背 景 を担 う.

付 論 方 位 達 が 方 位 を理 解 す る(脚 一万雁)例:MaitrayaniSamhitaIII7,1P:75,1-9

[prayaniya- isti-'9 ] ak tam va idam +asid. diso va ima na +prajanats. tad deva anyo'nyasminn 
aichaths. tan navindamsn to deva aditim abruvams* tvaya mukhenema disah prajanameti. sabravid. 

bhago me 'stv iti. vrnisvey. abruvant. +saravin. maddevatyam eva prayaniyam asan. maddevatyam 

udayaniyam. mam evanuprayatha. mam an udayatheti. sa esa adityas carur. aditim va etad anuprayan-

ty  aditim an udyanti. tato va ima disah prajananh pathyam yajati. -imam eva terra disah prajanan....yad 

aditim. iyam va aditir. urdhva va asya dig. urdhvam eva tena disam prajanams. tato va akalpata.

この 〔世 界 〕は整 備 され て い な か っ た の だ.方 位 達 を この よ うな もの と して 〔神 々 は 〕解 っ て

い な か っ た.そ こで,神 々 は互 い の 中 に求 めた(捜 した).そ の 際 彼 ら は見 出 さ な か っ た.

そ こで,神 々 はAditiに 言 っ た:「 君 を先 頭 に して,こ れ ら方 位 達 を わ れ わ れ は解 ろ う」と.

彼女(Aditi)は 言 った:「 私 の分 け前 が あ れ 」と.「 選 べ 」と,〔 神 々 〕は言 っ た.彼 女(A.)は

言 っ た:「 ま さ に私 を 神 格 とす る前 献 供 が あ る よ うに.私 を神 格 とす る後 献 供 が[あ る よ う

に].他 な らぬ私 に き み た ち は続 い て進 む よ うに.私 に続 い て き み た ち は昇 る よ うに」と.そ

うい う訳 で こ の,Aditiに 属 す る粥 が[用 い られ る].Aditiに,こ の こ と(粥 の献 供)に よっ

て,〔 神 々 は〕 続 い て進 む の だ.Aditiに 続 い て,〔神 々は〕昇 る.す る と,〔神 々 は〕これ ら方 位

達 を解 っ た の だ.Pathiya20)を 〔祭 官 は 〕祭 る;他 な らぬ この 〔方 位(東)〕 を,そ の こ とに よっ

て,方 位 達 は21)解 っ た の だ._Aditiを 〔祭 る 〕場 合 に は 一 こ の[大 地]はAditiな の だ.

上方 が彼 女 の方 位 な の だ.一 他 な らぬ 上 方 の 方 位 を,そ の こ とに よっ て 〔方 位 達 は 〕解 っ

た.か くて,〔 この世 界 は 〕整 っ た の だ.
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1)校 訂textはBOTH-WHITNEY(BerlinI855-1856).そ の 第2版 はLINDENAUに よ る 幾 つ

か の 訂 正 が 付 さ れ1924に 刊 行(Repr.Bonnl966)さ れ た.SHANKA RPANDURANG PANDIT版

(Bombayl875-1898,Repr.Varanasil989)は,Sayana註 とPadapathaを 添 え,写 本 異 読 と

口頭 伝 承 に よ る情 報,AVP(Kashmir)の 異 読 を 付 す.こ れ に そ れ 以 降 出 版 さ れ たVeda文

献 の参 照 を加 え,先 行 出版 の 付 番相 違 等 を対 照 した もの にVISHVA BANDHU版(Hoshiarpur

1960-1964)が あ る.2)AVS XIII(欠Sayana註)は4讃 歌 に分 か れ る.Rohitaは 昇 る(1,1

ud-√i)太 陽 の 紅 い 色 を 表 現 した もの と推 定 さ れ,天 と地 を分 か ち 固 定 し(1.25 vi-√stambh),

二 つ の昼 を 計 算 力 に よ っ て作 り(3,3mayaya √kr),昼 夜 を分 け 量 る者(2,5 ahoratre vimima-

na-)の で あ り,太 陽 光 を こ ち らに 運 ん だ(2,39svar abharat).地 上 に お い て は,主 権 を置 き

定 め る(1,35 rastram √dha).3)WHITNEY(/LANMAN)Atharva-Veda Samhita.Camb.,Mass.1905,

719-720.4)V.HENRY Les hymhes Rohitas.Paris1891;8(tr.),36(com.).5)PANDIT版 は

異 読prajnanamを 挙 げ るが,い ず れ も写 本 系 列 下 位,或 い は18世 紀CanesBhatDadaに

よ る政 編 を 被 る:PANDIT版 Critical Notice"参 照.6)LUDWIG Des Rigveda..Bd.III.Prag

1878, p.540 der liecht gibt mit der leuchte derer, die kundig der himelsgegenden [der rosse]; HEN-

RY "Le signe distinctif des regions celestes, eblouissant de splendeur"; WHITNEY "[Him,] shining 

(svar) with the brightness (arcis) of the foreknowing quarters"; JAMISON "(the sun) shining with the

brightness of the foreknowing directions.7)両 伝 承 を 比較 校 訂 したAVPXVIIIは 未 刊 行 で あ

る.A.GRIFFITHS"The Orissa Manuscripts of the Paippalada Samhita"in:ZDMG 153-3,3003,

333-370.同 氏 か らの 私 信(2005年3月37日 付)に よ る とOrissa写 本"Ji1,JM4,V/121"は

全 てKashmir写 本 と同 じ くprajnanamの 語 形 を もつ.』8)Index verborum ...AV" in:JAOS

12,1880,192.し か しWHITNEYは 露 勧 めadj.と して 処 理 し,そ のgen.をarcis-に 懸 けて 訳

す(→ 註6).9)prajna-samjna-vijna-Br.+;prajnana-AVS AVP YSm/p+; prajnani-AVS;

prajna-AVS Up.拙 稿 「Veda文 献 に お け るpra-√jnaの 語 義 と用法 」 『松濤:誠 達 先 生 古 稀 記

念 論 集(仮 題)』 所 収(印 刷 中)参 照.10)一ana-の 女 性 形-ana-/-ani-の 中,特 に 「道 具 」

を意 味 す る性 格 が 強 い接 尾 辞 一ant一を付 加 した 語 と推 定 され る:AiG II2,192;RENOU EVP II,

82n.1。 尚AVSX7,34に 対 応 す るAVP XVII 10,5(ed.RAGHUVIRA)に は こ の語 形 は現 れ な

い:divam yas cakre murdhanam tasmai jyesthaya brahmane namah「 天 辺 と して天 を作 っ た,か

の 最 高位 の ブ ラ フマ ンに敬 意 が あ れ 」.11)RVV54,12 svaranti ghosam viatam rtayavah「 天

理 に 適 う者(マ ル ト)達 は 広 く拡 が っ た 轟 音 を音 た て る(広 く轟 音 を 轟 か す)」.GOTO

"Funktion des Akkusativs and Rektionsarten des Verbums" in: H. HETTRICH hrg. Indogermanische 

Syntax. Wiesbaden 2002, 32ff. 12) B. FORSSMAN "scworen, schwur, geschworen" in: SCHINDLER/ 

UNTERMANN hrg. Grippe, Kamm and Eulenspiegel. Fs. SEEBOLD. Berlin-New York 1999, 87ff.
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(323)Atharvaveda XIII2,2(中 村)

13)AVS XIII3,6;VIII9,12「5方 位 達pancadisas」.5方 位 の 中身 に つ い てAVS自 身 に言

及 は な い が,東 南 西 北 に 上 方(urdhva- dis-)が 付 加 した も の と推 定 さ れ る:MACDONELL-

KEITH Vedic Index I,365参 照.AVSに は 次 の 方 位 数 が 現 れ る.「4方 位 」VIII8,33;「7方

位 」VlO(東 南 西 北+固 定 した 方 位[北 極 星]dhruva- dis- +上 方+中 間 の 方位pl.dis- an-

tardesa-);「8方 位 」IV40(東 南 西 北+固 定 した 方 位+〔 地 と天 の 〕 間 の 方 位vyadhva-dis-+

上 方+中 間 の 方 位pl.).尚Av6 XIII 3,1に は 「6方 維pradisah sad」.14)Ai Syhtax,

159.例:AVS VII 38,4 nanyasam kirtayas cana「 他 の どん な女 達 に関 して き みが 述 べ な い よ

うに 」.Aitareya-Brahmana II 7,2'na yajne raksasam kirtayet.「 祭 式 に お い てR.達 につ いて か

れ は述 べ るべ き で は な い 」.古 典 期 の用 法 は:SPEIJER Savrskrit Syntax,100.15)こ の語 根 か

ら形 成 され た動 詞 形 に は 全て 「讃 え る」の意 味 が 想 定 され,「 発 光 す る,輝 く」の 語 義 は名

詞 形arci-「 光 線 焔 」,arcis-「 輝 き,焔 」に の み 現 れ る:GOTO I.Prasens.97ff.16)RVで

arcis-は 殆 どsg.で 「焔 」を意 味 し,一 方arci-はpl.の み で 使 用 され,よ り具体 的 な 「焔,焔

達 」を意 味 し,専 らAgniに 関 して 用 い られ る:ROESLER Licht und Leuchten im RV. Swisttal-

Odendorf1997,187ff:17)kustham tapahti marutah suvadhyam dura ajanam svarayanto arcisa

「よ き配 慮 を もつ ク シ ュ タ草 をM.達 は 熱 す る,扉 達 を,由 来 を,焔 に よ っ て 音 を た て な が

ら」.18)太 陽 が 音 を発 す る現 象 を 経 験 す る こ とは な い が,音 をた て て燃 え る現 実 の 祭 火

と太 陽 の焔 とを 同 一 な もの す る詩 人 の 観 察 が 理 解 さ れ る.太 陽 が 通 る夜 の 道 につ い て は:

BODEWITZ.JB I,1-65.1973,202更 に後 藤 敏 文 に よ るRV VII88の 訳 と註(上 村/宮 本 編 『イ

ン ドの夢 イ ン ドの愛 』 春 秋 社1994,22ff.)参 照.19)～TSp;KSp(KpSp)～SB.Soma祭 開

白 に 導 入 部 と して 執 行 さ れ る祭 式.rAdhvaryu祭 官 が 祭 火 中 の 各 方 位 に 配 置 され る神 々 に

バ タ ーajya-を 注 ぐ:東Pathya ,南Agni,西Soma,北Savitr.中 央 に配 置 され るAditiに は 粥

caru-が 献 じ ら れ る.Manava-Srauta-Sutrall.1,3,25;DHARMADHIKARIThe Maitrayani Samhita

its Ritual and Language.Thesis Poona 1969,384参 照.20)「 道 に関 す る女 神 」.後 続 部 分 で は

言 葉 と等 値 さ れ る.MS III7,1:75,15:76,2vag vai pathya.「 言 葉 がP.な のだ 」.21)パ ラ

レル に はdisamが 現 れ 主 語 は神 格 達(の ま ま)で あ る.Maitray.派 の 伝 承 が 正 し け れ ば,

他 学 派 へ の伝 承 過 程 で よ.り 自然 な 文 脈 へ と改 変 が な さ れ た こ とが 推 定 さ れ る.Taittiriya-

Saiilhita VI 1,5,2P pracim eva taya disam prajanan「 他 な らぬ東 の 方位 を彼 女(Pathya)に よ っ

て 〔神 格 達 は 〕理 解 した 」;Kathaka-Samhita XXIII 8P:83,17 taya pracim disam prajnasyatha.

「彼 女 に よっ て東 の 方位 を き み たち(神 格 達)は 理 解 す るだ ろ う」、

〈キ ー ワー ド〉Atharvaveda,prajna,prajnana,dis,√svar,Rohita,太 陽,音,方 位,火,

accusative,genetive(東 北 大 学 大 学 院)
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161. Atharvaveda ‡]‡V2,2 

Ryukai NAKAMURA 

  The paper focuses on the opening pada in the Atharvaveda-Samhita of the 

Saunakiya recension (AVS) ‡]‡V 2,2. Former studies see the word form of

prajnanam as a problem. Whitney notes (following PW and Henry) that the 

reading of the Paippalada recension (AVP) prajnanam is more plausible. pra-

jnanam, however, is supported by only secondary MSS. It is also necessary 

to examine the verb svarayantam in its meaning and with regard to case 

government. 

AVS prajnanam is presumed to be a gen. pl. of adj. prajna-, and qualifies 

disam. AVP prajnanam is acc. (Inhaltsakkusativ) sg. of the action noun n. pra-

jnana- in the meaning of 'signpost'. This meaning is attested in Vedic and in 

Pali pannana- 'sign'. The participle svarayantam is derived from svarayati 

'sounds'. The previous interpretation "shining" on the assumption that the 

word is a denominative from n. svar- is to be abandoned on morphological 

grounds. The verb-root svar does not exit in the meaning'to shine'. 

The translation would be: '(the sun) sounding for the foreknowing direc-

tions with [his] flame...'. The directions foreknow (pra-jna) each of their own 

positions to be located by the sound that the flame of the sun makes, and 

play the role of the signpost for the flying sun. This motif is succeeded by 

the Yajurvedic prose, and bears the background which explains the location 

between devas and azimuths. 

162. Pali thina-middha-, Amg. thinagiddhi-/thinaddhi- and Vedic mardh/ 

mrdh 

Junko SAKAMOTO-GOTO 

On the origin of Pali thina-middha-(BHS styana-middha-) and Amg. thinag-
iddhi-/thinaddhi- (Jaina-Skt. styana-grddhi-/styana-rddhi-), the view of Edger-

ton still prevails: "they go back to OI. *styana- + rddhi-/rddha- 'increase of 

languor' [= Jaina-Skt. styana-rddhi-] > MI. *thina-iddhi-/iddha-; Pali thina-
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